
て
は
特
別
な
存
在
と
し
て
、
あ
る
い
は
周
辺
的

位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
き
た
き

ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
学
部
で
は
そ
れ
ぞ

れ
に
相
応
し
い
位
置
を
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
上
に
占

め
る
こ
と
に
な
る

両
学
科
協
力
に
ょ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
授
業

一
諾
英
文
学
科
は
英
米
文
学
・
英
米
文
化

晶
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
育
の
四
本

柱
と
し
、
Π
本
謂
日
本
文
学
科
で
は
近
代
文

占
典
・
現
代
Π
本
語
・
日
本
語
教
育
を
四

山
了本

杵
と
し
て
い
る
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
独
向
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
形
成
し
て
い
る

が
、
新
学
部
で
は
両
学
科
の
協
力
に
ょ
っ
て
新

た
に
可
能
と
な
っ
た
授
業
が
あ
る
。
「
学
部
共

通
科
日
」
・
「
副
専
攻
制
度
」
・
「
京
都
研
究
」
と

い
う
科
目
群
に
入
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
学
部
共
通
科
日
」
は
、
表
象
文
化
と
い
う

学
部
全
体
を
貫
く
基
本
的
考
え
方
を
学
ぶ
た
め

に
楓
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
文
学
と
表
象
」

7
父
化
と
表
象
」
「
纒
台
芸
術
文
化
諭
」
の
授
業

が
置
か
れ
る
。

「
副
専
攻
制
度
」
は
、
英
語
英
文
学
科
の
学

生
は
日
本
語
日
本
文
学
科
に
設
置
さ
れ
て
い
る

科
口
の
中
か
ら
一
定
数
の
科
目
を
履
修
す
れ

ぱ
、
日
本
語
教
育
副
専
攻
の
修
了
証
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
日
本
語
日
本
文
学
科
の
学
生
は
英

O
o
m
工
一
仂
工
》
↓
0
で
一
o
m
 
7

語
英
文
学
科
に
設
置
さ
れ
て
い
る
科
目
の
中
か

ら
一
定
数
の
科
目
を
履
修
す
れ
ぱ
、
英
語
教
育

副
専
攻
の
修
了
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
英
語
に
堪
能

で
あ
っ
て
も
伝
え
る
内
{
谷
が
乏
し
く
、
日
本
文

化
に
は
詳
し
い
が
語
学
力
が
伴
わ
な
い
と
い
っ

た
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

日
本
語
教
師
に
な
ら
な
く
て
も
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
は
英
語
で
自
国
の
文
化
を
豊
か
な
知
識
で

正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

「
京
都
研
究
」
は
、
今
出
川
校
地
が
古
都
京

都
の
中
心
で
あ
る
御
所
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る

と
い
う
立
地
条
件
を
十
二
分
に
生
か
し
た
科
目

群
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
を
知
る
に
は

作
品
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
生
ん
だ
士

地
を
知
る
こ
と
で
ょ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
そ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
英
語
英
文

学
科
か
ら
は
「
英
語
で
読
む
日
本
昔
話
」
「
英

語
で
読
む
日
本
文
学
」
「
一
央
語
で
読
む
京
都
印

象
記
」
「
一
央
語
で
案
内
す
る
京
都
」
「
京
都
の
中

の
外
国
文
学
」
と
い
っ
た
科
目
が
提
供
さ
れ
、

日
本
語
日
本
文
学
科
か
ら
は
二
示
都
を
読
む

歩
く
・
見
る
」
二
示
こ
と
ぱ
」
「
源
氏
物
語
と
京

都
」
な
ど
の
科
目
が
提
供
さ
れ
る
。
両
学
科
の

学
生
は
ど
の
科
目
を
履
修
し
て
も
良
い
。
こ
の

枠
に
入
る
授
業
は
将
来
さ
ら
に
追
加
さ
れ
、
充

実
し
た
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る

将
来
へ
の
期
待

薬
学
部
の
新
設
に
ょ
り
手
狭
に
な
っ
た
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
英
語
英
文
学
科
と
日
本
語

日
本
文
学
科
を
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
さ

せ
る
と
い
う
決
定
は
3
年
前
の
2
0
0
4
年
に

な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
単
に
学
芸

学
部
の
2
学
科
の
場
所
を
移
す
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
機
会
に
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
も
新

し
い
展
開
を
試
み
て
み
ょ
う
と
い
う
考
え
が
起

こ
り
、
 
2
学
科
が
共
同
し
て
検
討
を
始
め
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
画
期
的
な
内
容
を
含
む
カ
リ

キ
ユ
ラ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ユ

ラ
ム
を
主
に
現
状
の
教
員
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
自
分
の
専
門
と
す
る
研
究
が
旧
カ
リ

キ
ユ
ラ
ム
の
枠
内
で
は
位
置
づ
け
ら
れ
に
く
か

つ
た
者
に
と
っ
て
は
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
生

き
生
き
と
し
た
授
業
が
展
開
で
き
る
一
方
で
、

旧
来
の
思
考
の
枠
組
み
で
し
か
考
え
て
い
な
か

つ
た
者
に
と
っ
て
は
新
た
な
努
力
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
ろ
う
し
か
し
、
そ
れ
も
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
に
お
い
て
新
し
い
観
点
を
切
り
開
く

き
っ
か
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
「
今
、
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
驫
じ
て
い
ま
す
。
」
と

言
わ
れ
た
先
生
が
あ
る
。
組
織
も
建
物
も
新
し

く
な
る
以
上
に
、
将
来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る

意
欲
に
こ
そ
新
学
部
の
将
来
は
掛
か
っ
て
い
る

女
子
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
科
目
「
e

コ
マ
ー
ス
研
究
1
・
Ⅱ
」
(
担
当
一
関
口
英

里
准
教
授
)
で
は
、
模
擬
的
な
企
業
活
動
を

通
じ
て
 
e
コ
マ
ー
ス
を
体
験
し
、
商
品
の
消

質
者
の
み
な
ら
ず
制
作
者
、
販
売
者
の
立
場

か
ら
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
本
格
的
な
ビ
、
シ
ネ
ス

を
実
践
的
に
学
習
す
る
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
活
動
の
主
眼
を
支
援
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
き
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を

形
に
す
る
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

支
援
企
業
で
あ
る
ギ
フ
ト
製
造
販
売
会
社

の
コ
石
田
良
」
(
大
阪
府
八
尾
市
)
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
に
マ
ス
コ
ツ
ト
ス
タ
ン
プ
『
コ
ン

パ
』
、
ブ
ー
ツ
ス
タ
ン
ド
「
ス
タ
ン
ド
ア
ツ

プ
』
の
商
品
化
協
力
を
行
っ
て
き
た
が
、
 
3

ノ

例
目
の
今
回
、
初
め
て
学
生
の
提
案
し
た

独
自
ア
イ
デ
ア
が
採

用
さ
れ
、
携
帯

電
話
型
鏡

僅

「
V
1
V

1
D
ミ

ラ
ー
』

が
商
品
化

さ
れ
た
。

こ
の
V
1
V

D
 
ミ
一
フ

1は
、
同
志
社
女

子
大
学
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
高
校
生
に

無
料
で
配
付
し

て
い
る
ほ
か
、

同
志
社
生
協
女

f
大
学
店
で
6

0
0
円
(
税
込
)

で
販
売
さ
れ
て

い
る

商
品
を
発
案
し
た
の
は
、
 
2
0
0
7
年
度

の
授
業
で
「
美
優
館
」
と
い
う
仮
想
企
業
を

立
ち
上
げ
た
6
人
の
グ
ル
ー
プ
。
そ
の
後

受
講
者
全
体
で
様
々
な
開
発
協
力
を
行
っ

た
。
女
性
が
美
し
く
な
る
た
め
の
商
品
を
開

発
す
る
こ
と
を
会
社
の
理
念
に
掲
げ
、
商
品

に
選
ん
だ
の
は
、
女
性
に
必
需
品
で
あ
る
鏡
。

現
在
の
鏡
は
両
手
で
し
か
開
け
ら
れ
ず
、
電

車
で
目
に
こ
み
が
入
っ
た
時
や
メ
イ
ク
時
な

ど
に
、
片
手
で
す
ぱ
や
く
開
け
ら
れ
る
ミ
一
フ

ー
が
あ
っ
た
ら
便
利
で
は
と
の
発
想
か
ら
開

発
が
始
ま
っ
た
。
片
手
で
ワ
ン
タ
ツ
チ
開
閉

で
き
る
身
近
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
携
帯
電
話
に

着
目
し
、
折
り
畳
み
の
仕
組
み
を
応
用
す
る

こ
と
を
考
え
つ
い
た
。
携
帯
電
話
会
社
に
直

接
電
話
を
し
て
構
造
を
問
い
合
わ
せ
た
り
、

試
作
品
を
作
成
し
て
使
用
感
に
つ
い
て
の
学

内
モ
ニ
タ
調
査
も
行
っ
た
。
前
年
度
か
ら
の

継
続
開
発
企
画
で
あ
っ
た
綿
棒
入
れ
の
発
想

も
取
り
入
れ
、
本
体
内
部
に
収
納
部
を
追
加

し
た
綿
棒
以
外
に
も
様
々
な
小
物
が
人
れ

ら
れ
る
便
利
な
機
能
で
あ
る
。
細
部
デ
ザ
イ

ン
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
学
生
た
ち
が
監
修
し

ナ

W
.

メ
デ
ィ

V
1
V
1
D
ミ
一
フ
1
の
折
り
た
た
み
サ
イ

ズ
は
幅
5
 
飢
、
長
さ
円
・
 
4
 
m
。
ミ
一
フ
1
の

大
き
さ
は
縦
8

、

横
4
 
・
 
2
 
肌
。
一
局

級
感
を
出
す
た
め
、
表
面
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ツ

ク
に
は
鏡
面
仕
上
げ
が
施
さ
れ
、
し
つ
く
り

手
に
収
ま
る
よ
う
重
量
感
を
出
す
た
め
の
プ

レ
ー
ト
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
開
発
に
携
わ
っ
た
学
生
は
、
「
も
の

づ
く
り
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
実
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
い
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る

DOSHISHA TOPKS

携
老苛.

f1子

Ⅱ

Cm

ー^

フ

e区=『

Vコ

1マ

VI
1ス
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1 ・
Ⅱ

を
開で
発

^

、

、
、

ーー「



夫
人
の
小
糸
の
協
力
は
不
可
欠
で
、
佐
伯
家
に

お
け
る
宗
教
教
育
な
ど
は
、
「
全
然
妻
に
一
任
」

し
て
い
る
、
と
述
懐
す
る
(
同
前
)
。

一
」
【
と

士
倉
小
糸

妻
の
小
糸
は
、
士
倉
庄
三
郎
の
四
女
で
、
双

生
児
の
姉
(
大
糸
)
と
共
に
同
志
社
女
学
校
に

学
ん
だ
。
士
倉
は
「
吉
野
の
山
林
王
」
と
呼
ば

れ
た
資
産
家
で
、
自
由
民
権
運
動
の
パ
ト
ロ
ン

で
あ
る
と
同
時
に
、
新
島
の
大
学
設
立
運
動
に

も
共
鳴
し
、
真
っ
先
に
寄
付
(
五
千
円
)
を
し

た
後
援
者
で
あ
る
自
身
、
入
信
こ
そ
し
な
か

つ
た
が
、
数
人
の
子
息
は
同
志
社
英
学
校
へ
、

数
人
の
娘
た
ち
は
梅
花
女
学
校
つ
い
で
詞
志

社
女
学
校
へ
と
送
っ
た
。

、」ノ

糸
は
姉
の
富
子
、
政
子
、
大

糸
に
続
い
て
同
志
社
女
学
校

.

を
卒
業
し
た
。

理
一
郎
と
小
糸
と
の
結
婚

た
す
く

式
で
は
、
原
田
助
の
補
助

だ
ん
じ
上
う

を
受
け
て
海
老
名
弾
正
が

司
式
を
、
そ
し
て
媒
酌
人
を

デ
ン
ト
ン
が
務
め
た
(
司
式

.

.

者
ふ
た
り
は
と
も
に
、
熊
本

出
身
で
後
の
同
志
社
総
長
)
。
テ
ン
ト
ン
と
共

に
小
糸
は
1
9
2
4
年
に
は
同
志
社
理
事
に
選

出
さ
れ
た
。
夫
妻
し
て
理
事
と
な
っ
た
例
は
珍

し
い
。
ち
な
み
に
大
糸
は
、
妹
の
小
糸
と
結
婚

式
が
同
日
で
あ
っ
た
ぱ
か
り
か
、
夫
が
佐
伯
と

ほ
ぽ
同
期
に
ぺ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
医
科
大
学
を
出

た
医
師
、
川
本
恂
蔵
(
同
志
社
に
学
ぴ
、
ア
メ

り
力
留
学
後
に
同
志
社
病
院
副
院
長
同
志
社

理
事
)
で
あ
る
の
も
奇
遇
で
あ
る
。

同
志
社
病
院
と
佐
伯
邸
の
跡
地
(
K
B
S
裏
)

た
た
ず

に
は
、
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
行
む
 
1
9
5
0

さ
い
わ
い

一
ワ
<

年
の
設
置
で
、
「
受
る
よ
り
も
與
ふ
る
は
福
也
」

と
刻
む
。
佐
伯
の
教
育
観
人
生
観
を
よ
く
尓

す
聖
句
で
あ
る

去
る
5
月
玲
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ

る
一
ず
九
 
Z
斥
益
仂
n
辻
0
0
一
と
同
志
社
の
交
流
円

周
年
を
記
念
し
、
総
長
を
迎
え
「
か
ら
す
ま

京
都
ホ
テ
ル
」
で
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た

一
牙
 
Z
斥
益
仂
今
8
一
の
貿
子
生
が
初
め
て

同
志
社
を
訪
れ
た
の
は
1
9
9
8
年
5
月
で

あ
る
。
 
2
人
の
生
徒
と
1
人
の
教
員
が
国
際

中
学
校
で
2
週
問
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
日

本
の
生
活
を
体
験
し
た
。
こ
の
交
流
は
、

↓
丁
Φ
 
Z
斥
益
仂
今
0
0
一
の
日
本
語
担
当
教
員

川
崎
先
生
が
、
日
本
で
の
受
け
入
れ
先
を
探

し
、
母
校
で
あ
る
同
志
社
大
学
の
当
時
の
文

学
部
教
授
、
井
上
勝
也
(
大
学
名
誉
教
授
)

先
生
に
打
診
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る

井
上
教
授
は
祠
志
社
法
人
内
校
の
つ
で
あ

る
国
際
巾
学
校
の
当
時
の
校
長
坂
田
直
三
先

生
に
相
談
を
さ
れ
、
傑
交
流
部
主
任
で
あ

つ
た
日
下
部
健
介
先
生
を
窓
口
に
交
流
が
具

体
的
に
動
き
出
し
た
晶
年
3
月
、
国
際

中
学
校
の
生
徒
が
2
週
問
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
を
訪
問
し
、
相
亙
交
流
が
実
現
す
る
。
さ

ら
に
国
際
中
学
校
・
↓
ず
n
 
z
=
n
益
仇
n
ず
0
0
一
両

本
井
康
博
(
も
と
い
・
や
す
ひ
ろ
)

1
9
4
2
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
(
紡
歳
)
。

1
9
5
5
年
、
同
志
社
中
学
校
入
学
。

1
9
6
9
年
、
同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
 
2
0
0
4
年
、
神

学
部
教
授
。
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
を
専

門
と
し
、
「
同
志
社
科
円
」
群
な
ど
を
担
当
。

新
島
襄
を
語
る
全
円
巻
を
刊
行
中
。

校
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
拡
大
す
る
方

向
で
計
画
を
し
、
同
羽
年
度
か
ら
は
、
法
人

内
4
中
学
校
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
再

出
発
を
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

途
中
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
S
A
R
S
の
問
題
な
ど
、

多
く
の
学
校
の
留
学
生
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

゛
ユ
、

が
、
中
止
も
し
く
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
中
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
途
切
れ
る
こ
と

な
く
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。

パ
ー
テ
ィ
当
日
は
大
谷
総
長
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
△
ノ
回
残
念
な
が
ら
こ
参
加
い
た
だ

け
な
か
っ
た
一
ケ
ん
 
Z
斥
益
仇
6
=
0
0
一
校
長
の

口
一
谷
n
 
夘
o
m
g
ず
曾
姻
先
生
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
長
い
問
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
9
三
乞
円
ズ
0
m
三
先
生
に
代
読
し
て

い
た
だ
い
た
。

↓
汀
 
Z
易
益
⑦
9
0
0
一
に
総
長
か
ら
記
念
品

と
し
て
ぺ
ナ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
、
↓
才

Z
斥
益
仂
今
0
0
一
側
か
ら
は
4
中
学
に
記
今
省
卯

が
贈
呈
さ
れ
た
。
坂
田
先
生
に
乾
杯
の
こ
発

声
を
い
た
だ
き
、
し
ぱ
し
の
歓
談
の
後
井

゛

国
際
中
学
校
・
一
局
等
学
校

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
主
任

上
先
生
、
川
崎
先
生
よ
り
心
温
ま
る
ス
ピ
ー

チ
を
い
た
だ
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ

た
当
初
の
こ
苦
労
が
し
の
ば
れ
た
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
逸
栗
紹
介
さ
れ
た
。

参
加
者
の

言
語
上
の
便

貝

宜
を
考
慮

W

.

し
、
司
会
進

Y

.

.

行
と
ス
ピ
ー

.

ヤ

ν

チ
は
日
本
語

乢

と
英
語
の
両

W

方
で
行
わ
れ

昌

.

邸

る
形
と
な
っ

卑.

『

?

た
が
、
こ
れ

Υ
゛

も
ま
た
当
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

ユ
ニ
ー
ク
さ

を
表
す
も
の

で
あ
つ
た
。

塩
見
賢
司

一
ず
九
Z
=
介
ぐ
N
仂
6
ず
⇔
0
-
1
同
志
社

交
流
W
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て

O
o
m
工
一
m
l
》
-
0
で
一
o
m
 
3

DOSHISHA TOPI(S

TheNuevascho01一同志社交流10周年記念迎会

72

^

'1 ・

佐伯理一郎米寿記念碑
清和キリスト教会北隣に立つ

佐伯理一郎(さえき・りいちろう)

1862.43~1953.530

クリスチャン・ドクター。熊本県で誕生。熊本医

学校を卒業後、東京へ出て受洗。海軍医となって欧

米に留学し、帰国後、同志社病院に奉職。京都看病

婦学校でも教える。1897年、同志社病院と京都看

病婦学校の経営を同志社から一任される。同志社

病院は1906年に廃止されたが、佐伯は看護学校の

ほかにも佐伯病院、京都産院、京都産婆学校をも経

営した。




